
真

土

事

件

と

民

衆

の

土

地

所

有

観

念

は
じ
め
に

占
く
よ
り

「
真
Ｌ
騒
擾
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
真
土
事
件

は
明
治

一
一
年

一
〇
月
二
六
日
夜
、
冠
弥
右
衛
門
以
下
二
十
五
名
の
質
置
主
達

が
、
大
住
郡
真
十
村

（
現

・
平
塚
市
真
土
）
の
元
戸
長
松
本
長
右
衛
円
と
そ
の

家
族
、
一犀
人
な
ど
計
十

一
名
を
襲
撃

・
殺
傷
に
及
ん
だ
事
件
で
あ
る
。
事
件
の

直
接
の
原
因
は
、
明
治
五
年
の
壬
申
地
券
発
行
の
際
に
、
当
時
、
区
長
兼
戸
長

の
要
職
に
あ
り
、
ま
た
同
時
に
村
内

一
の
地
主
で
あ

っ
た
松
本
が
自
ら
の
質
地

分
の
地
券
の
名
請
を
、
松
本
名
儀
で
行

っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
こ
の
地

券
名
請
が
、
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
の
地
域
特
有
の
質
地
慣
行
と
抵
触
し

た
た
め
に
、
質
地
の
所
有
権
を
め
ぐ
り
松
本
と
質
置
主
達
と
の
間
に
争
い
が
起

き
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
真
土
事
件
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
京
浜
歴
史
科
学
研
究
会
の

「
県
史
を

学
ぶ
会
」
に
お
い
て

『
神
奈
川
県
史
』
の
自
由
民
権
期
の
史
料
を
読
ん
だ
時
に

一
定
の
討
論
を
行
い
、
そ
の
後
の
成
果
も
す
で
に

一
部
は
ま
と
め
て
い
る

Ｔ
）
。

し
か
し
、
そ
の
折
り
に
枚
数
の
制
限
も
あ
り
語
り
尽
く
せ
な
か

っ
た
と
こ
ろ
も

あ
り
、
今
回
、
再
論
を
試
み
る
次
第
で
あ
る
。

従
来
、
真
土
事
件
は
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
主
な
論
点

を
紹
介
す
る
な
ら
ば

７
）
神
奈
川
県
の
国
会
開
設
運
動
の
前
提
と
し
て
の
位
置

付
け

，
）
、　
〓
）
神
奈
川
県
地
租
改
正
事
業
の
特
質
と
の
関
連

↑
）
、　
貪
）
地

主
制
形
成
期
の
耕
作
農
民
の
存
在
形
態
の
解
明

〓
）
、　
コ
）
幕
末

・
維
新
期
の

質
地
騒
動
と
の
関
連

〓
）
、　
↑
）
質
地
慣
行
の
解
明

〓
）
、　
ミ
）
困
民
党
研
究

の
前
提

７
）
、　
↑
）
明
治
前
期
の
神
奈
川
県
政
と
の
関
連

↑
）
な
ど
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
真
土
事
件
は
、
政
治

・
経
済
の
両
面
に
わ
た
り
地
租
改
正
か
ら
自
由

民
権
期
の
研
究
の

「
結
節
点
」
と
し
て
の
位
置
を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

研
究
方
向
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
研
究
状
況
に
対
し
て
の
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
な
ら
ば
、
こ

の
中
で
事
件
全
体
を
系
統
的
に
取
り
扱

っ
た
も
の
は
斎
藤
康
彦
氏
と
渡
辺
隆
喜

氏
、
そ
し
て
最
も
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
鶴
巻
孝
雄
氏
の
研
究
が
基
本
的
な
論
調

に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
斎
藤
　
渡
辺
両
氏
の
真
土
事
件
に
対
す
る
評
価
は
、

小
作
人

（質
置
主
）
の
側
の
耕
地
確
保
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
む
原
動
力

を

「
耕
作
権
」
の
保
証
の
強
化
と
い
う

「
耕
作
農
民
的
土
地
所
有
」
の
前
進
に

求
め
、
事
件
そ
の
も
の
を
単
な
る
土
地
取
り
一戻
し
に
よ
る
自
作
農
化
を
求
め
た

だ
け
で
な
く
、
小
作
料
滞
納
に
よ
る
地
主
制
否
定
の
契
機
を
内
包
し
た
も
の
で

あ
る
と
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、

「
世
直
し
状
況
論
」
を
こ
の

時
期
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
研
究
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
真
上
事
件
の

よ
う
に
地
租
改
正
が
終
了
し
て
い
な
い
段
階
で
は
地
主
と
小
作
人
は
と
も
に
地

主
制
の
起
点
に
な
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
両
者
は
生
活
防
衛
と
い
う
意
味
あ
い

で
は

一
致
し
え
る
条
件
が
あ
り
、
小
作
人
の
側
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
過
大
評
価
す

る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
ま
た
、
事
件
後
の
減
刑
嘆
願
運
動
の
広
が
り
も
小

作
人
層
よ
り
も
区
戸
長
層
＝
豪
農
層
の
イ
ニ
シ
ア
チ
プ
を
評
価
す
る
べ
き
で
あ

一る
。そ

れ
に
対
し
て
、
鶴
巻
孝
雄
氏
の
研
究
は
落
合
延
孝
氏
の
研
究
に
影
響
さ
れ

な
が
ら
幕
末
期
の
質
地
騒
動
に
み
ら
れ
る

「
無
年
季
金
子
有
合
次
第
請
．戻
」
慣

行
を
分
析
し
、
村
落
共
同
体
の
存
続
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
質
地
返
還
が
合
理

化
さ
れ
、
そ
れ
は

「
私
的
土
地
所
有
の
制
限
」

「
過
度
の
土
地
所
有

（富
の
所

有
）
制
限
」
の
論
理
と
い
え
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
真
土
事
件
の
評
価
に
つ

い
て
は
、
地
租
改
正
期
に
お
い
て
も
同
様
の
論
理
が
な
お
共
同
体
的
関
係
の
論

理
と
し
て
地
域
の
富
裕
農
民

・
村
役
人
層
を
規
制
し
て
い
る
と
み
る
。
そ
し
て

松
本
長
右
衛
門
の
行
動
は
、　
コ
歯
裕
農
民
の
強
引
な
土
地
所
有

・
富
の
所
有
の
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正
当
化
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
明
治
政
府

の
私
的
土
地
所
有
の
保
護
政
策
と

一
致

す
る
。
鶴
巻
氏
の
研
究
に
は
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多

か

っ
た
が
、
領
主

・
地
方

官

の
温
情
的
対
応
の
評
価
に

つ
い
て
若
千
見
解
が
異
な
る
。
か

つ
て
私
は
、
真

土
事
件
を
当
時
の
神
奈
川
県
政
、
特

に
野
村
靖
県
令

の
い
わ
ゆ
る
官
民
共
和
的

な
性
格
を
も

っ
た
県
政

の
中

に
位
置
付
け
て
み
た
。
そ
の
よ
う
に
地
方
官

の
対

応

に

つ
い
て
や
は
り
そ
の
地
域
特
有

の
条
件
か
ら
解
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な

い
か
。

一
、
真
土
村
の
質
地
慣
行

現
在

の
平
塚
市
域
内
は
概
し
て
水

田
地
域
と
さ
れ
大
住
郡
で
も
特
に
有
数
な

穀
倉
地
帯
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る

Ｔ
）
。
し
か
し
そ
の
中

に
あ

っ
て
真
土
村

は
、
高
四
百
十
九
石
余
の
村

で
、
出
三
割
　
畑
八
割
と

い
わ
れ
、
地
質
は
砂
地

が
主

で
あ
り

「
水
損

・
早
損
」
に
悩
ま
せ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ

っ
た
。

こ

う
し
た
状
況
が
、
ひ
と

つ
の
原
因
と
な
り
　
近
世
以
来
、
真
土
村

で
は

「
無
年

季
金
子
有
合
次
第
請

戻
」
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
有
合

（
あ
り
あ
わ
せ
）
質
地
が

一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
質
地
慣
行
は
、
名
目
上

は
期
限
が
あ
り
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
元
金

の

分
が
返
済
で
き
れ
ば
質
地
を
受
け
戻
す
と

い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
慣
行
は

地
租
改
正
期
ま
で
か
な
り
広
範
に
こ
の
地
域
で
存
在
し
、
す
で
に

『
茅
ケ
崎
市

史
』

や

『
大
和
市
史
』
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
真
土
事
件
で
争

わ
れ
た
土
地
の
証
文
を
示
し
て
お
く

６
）
。

相
渡
中
質
地
証
文
之
事

字
外
屋
敷

一
下
畑
壱
畝
五
歩
分
七
厘

此
代
金
三
両
式
分
也

右
者
我
等
当
年
貢

・
諸
役
等

二
差
詰
り
貴
殿
７‐‐
御
無
心
中
人
、
書
面
之
地
所

質
地

二
相
渡
、
地
代
金
唯
今
不
残
悩

二
受
収
中
処
実
正
也
、
年
季
之
儀

ハ
当

未

／
十

二
月
夕
来

ル
子
ノ
十

二
月
迄
中
年
五
ケ
年
季

二
相
定

メ
申
候
、
然

ル

上

ハ
御
年
貢

・
諸
役
等
貴
殿

ニ
テ
御
勤

メ
可
被
成
候
、
尤
も
質
地
御
支
配
可

被
成
候
、
年
期
明
地
代
金
不
残
返
済
仕
候

ハ
ハ
、
畑
無
相
違
御
返

シ
被
下

ヘ

く
候
、
若
其
節
金
子
調
兼
請

戻
不
申
侯

ハ
ハ
、
金
子
返
済
仕
侯
迄
は
此
証
文

ヲ
以
伺

ケ
年
も
御
支
配
可
被
成
候
、
此
質
地

二
付
横
合
５
少
も
構
江
無
御
座

候
、
万

一
六
ケ
敷
儀
出
来
仕
候

ハ
、
当
人

ハ
申

二
不
及
、
加
判
之
者
共
何
万

迄
も
罷
出
急
度
埓
明
、
貴
殿
江
少
も
御
苦
労
相
掛
中
間
敷
候
、
為
後
日
質
地

証
文
加
判
依

テ
如
件

新
土
村

文
化
八
年
十
二
月
　
　
　
　
　
　
地
主
　
治
左
衛
門

五
人
組
　
九
左
衛
門

仝
　
　
清
兵
衛

組
合
　
重
右
衛
門

名
主
　
儀
左
衛
門

書
面
之
通
り
高
反
別

相
違
無
御
座
候

こ
の
質
地
証
文

は
文
化
八
年
か
ら
文
化

一
三
年

に
か
け
て
の
質
地
証
文
で
あ

り
、
こ
の
後
、
文
久

二
年

に
は
質
地
代
金

の
増
金
も
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら

の
真
土
村

に
残
る
質
地
証
文

に
つ
い
て
は
す
で
に
土

井
浩
氏
が
分
析

し
て
い
る

よ
う
に

■

）
、
有
年
季
と
無
年
季

の
も

の
に
大
別
さ
れ
る
が
、
年
季
が
例
え
ば

五
年
と
定

め
ら
れ

て
も
流
地
と
な
ら
ず
、
質
置
主

の
意
向
に
よ
ら
な

い
限
り
土

地
所
有
権

の
移
動
は
行
わ
れ
な
い
。

こ
の
年
季
明
け
に
な

っ
て
も
所
有
権
の
移

動
が
行
わ
れ
な

い
こ
と
の
意
味
は
、
逆
に

「
質
地
代
金
に
み
あ
う
作
徳
を
質
地

か
ら
と
る
期
間
と
し
て
保
障
さ
れ
た
も

の
」

Ｄ
）
と
す
る
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、

同
時

に
、

「
占
畝
歩

一
反

二
付
突
縄
延

ヒ
ニ
反

二
有
之
場
所

フ
質
入

ス
ル
ニ
当

り
実
畝
歩

三
反

ノ
内
三
畝

ハ
貿
入
主
作
り
取
り

一
反
七
畝

ヲ
以
金
円

フ
借
入
ノ

約
束

ニ
テ
而

シ
テ
該
証
文

ハ
即
チ
旧
畝
歩

一
反
ヲ
以
書
入
」

■
）
る
と
い
う

一

種

の
窮
民
救
済
策
と
い
う
側
面
を
も
含
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
長
年
季

（こ

で
ほ
と
ん
ど
所
有
権
が
移
動
し
な
い
と

い
う
有
合
質
地
慣
行
は
、
維
新
以

後
も
生
き
て
お
り
、
地
租
改
正
事
業

に
よ

っ
て
地
券
が
発
行
さ
れ
、
上
地
の
所
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有
権
の
確
定
が
行
わ
れ
て
い
く
段
階
で
問
題
化
さ
れ
て
い
く
。

大
住
郡
は
、
明
治
初
年
の
段
階
で
は
足
柄
県
に
属
し
て
い
た
が
、
足
柄
県
の

地
租
改
正
作
業
は
基
本
的
に
神
奈
川
県
の
布
達
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
す
す

め
ら
れ
て
い
っ
た
。
ま
ず
、
明
治
五
年
段
階
で
神
奈
川
県
と
同
様
の
地
所
永
代

売
買
及
び
質
地
取
扱
規
則
心
得
書
が
布
達
さ
れ
た

Ｂ
）
。
こ
の
心
得
書
で
は
地

券
公
布
以
後
の
質
地
書
入
に
つ
い
て
は
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
公
布
以
前
に
つ

い
て
は
第
九
条
で

「
従
前
之
仕
来
ヲ
以
当
今
質
地

・
書
入
等

二
致
し
、
年
季
中

之
分
者
更

二
双
方
遂
示
談
ヲ
売
買
致
候
儀
者
勿
論
、
此
ケ
条

二
徴
約
定
ヲ
新

ニ

仕
換
可
申
事
」
と
し
て
当
事
者
同
士
の
解
決
に
委
ね
た
の
で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
真
上
村
で
は
、
壬
申
地
券
発
行
の
お
り
に
質
置
主
達
は
、
旧
慣
行
が

あ
る
と
い
い
な
が
ら
も
、
と
に
か
く
名
語
を
自
分
達
の
名
儀
で
行
い
た
い
と
松

本
に
対
し
て
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
松
本
は

「
地
券
者
質
取
主
ノ
方

へ
相

請
候
方
至
当
卜
存
候
」
と
主
張
し
、

「
後
日
請
戻
二
付
苦
情
相
発
シ
候
節

ハ
副

戸
長
始
外
役
人
之
者
共
証
人

二
相
定
メ
決
テ
不
都
合
無
之
為
受
戻
シ
可
申
旨
約

束
ど

（じ

し
た
。

し
か
し
、
同
じ
大
住
部
内
で
も
質
地
の
名
請
に
つ
い
て
の
処
理

の
仕
方
は

異
な
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
例
え
ば
、
土
屋
村
で
は
明
治
五
年
十

一
月
に
規
定

連
印
帳
が
作
成
さ
れ
、
そ
こ
で
は

「
質
地

二
相
渡
置
候
地
所
之
義
者
、
年
季
中

者
元
地
主
江
地
巻
状

二
請
、
質
取
主
江
御
定
法
之
新
規
証
文
古
証
文
之
金
高

ニ

而
書
替
、
違
変
無
之
相
渡
可
申
事
」

こ^

と
し
て
質
地
の
質
置
主

へ
の
土
地
所

有
権
の
確
定
を
村
全
体
で
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
様
に
明
治
六
年
二
月
に

真
田
村
で
は
、
地
券
請
に
関
す
る
連
印
帳
を
作
成
し
て
い
る

■
）
。

一
今
般
田
畑
地
券
証
御
下
渡
し

二
付
、
元
地
主
方
之
地
券
請

二
相
成
候
分
者

当
癸
酉
年
‘
寅
十
二
月
迄
五
ケ
年
之
間

二
元
持
主
方

二
而
請
一戻
し
不
申
候

ハ
ハ
流
地
之
事
、
併
五̈
ケ
年
後
流
地

二
相
成
候
節
者
、
地
券
譲
渡
之
願
書

調
印
可
致
事

一
日
畑
質
地
之
分
当
金
主
方
地
券
請
候
分
者
、
地
券
代
金

二
不
拘
元
質
地
代

金
調
達
致
候

ハ
ハ
伺
ケ
年
相
過
候
共
元
持
主
方
江
譲
戻
し
候
儀
者
、
無
故

障
譲
返
し
可
申
事

一
金
主
方

二
而
拾
ケ
年
前

二
金
子
差
支
江
候
節
者
、
質
地

二
入
置
可
申
事

拾
ケ
年
相
過
無
拠
永
代
売
渡
候
共
勝
手
次
第
之
事
、
尤
地
券
請
主
永
続
所

持
致
居
候

ハ
ハ
、
前
文
通
譲
返
し
可
申
、
且
又
為
取
替
儀
定
之
分
譲
請
不

申
、
他
之
地
所

ヲ
買
請
候
儀
致
間
敷
事

こ
の
村
議
定

に
よ
る
と
、
第

一
条
で
は
質
置
主

の
土
地
に

つ
い
て
は
明
治
六

年
か
ら
五
年
の
間
に
請
け

戻
し
が
さ
れ
な
い
場
合

は
流
地
と
な
り
そ
の
時
は
土

地
所
有
権
移
動

の
願
書
に
調
印
を
す
る
こ
と
、
第

二
条
で
は
質
取
主
が
地
券
を

請
け
た
場
合
、
地
代
代
金
を
質
置
主
は
持

っ
て
き
た
の
ち
何
年
が
過
ぎ
よ
う
と

も
質
置
主

に
十
地
所
有
権
を
返
還
す
る
こ
と
を
決

め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同

じ
大
住
部
内

で
も
必
ず
し
も
有
合
質
地
慣
行
が
そ
の
ま
ま
永
続
し
た
わ
け
で
な

く
、
大
抵

の
場
合
は
、
地
券
発
行

に
よ
る
新
た
な
土
地
所
有
確
定
作
業

の
時

に

村
全
体

で
質
地
慣
行
の
ど
の
部
分
が
存
続
す
る
か
を
決
定

し
て
い
る
。

真

田

村

の
村
議
定
に
よ
れ
ば
第

二
条
は
ま
さ
に
従
来
の
有
合
質
地
慣
行
そ
の
も

の
で

あ
り
、

こ
れ
を
質
取
主

・
質
置
主
と
も
確
認
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
紛
争

が
お

こ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
真
土
村

の
場
合

は
質
置
主
達
が

「
右
等

一
種

ノ
習
慣

フ
以

質
入
致

シ
来
候
儀

二
付
尋
常
質
入
年
期
フ
以
テ
処
分

ヲ
可
受
事

二
無
之

（中
略
）

且
作
り
取
地
所
ヲ
モ
偏

二
証
文
前

二
寄
り
相
渡

ス

ヘ
キ
筋

二
無
之
旨

ヲ
以
各
質

入
主

ノ
名
請

ニ
シ
テ
地
券
御
下
渡
相
成
」
よ
う
に
松
本
長
右
衛
門
に
申
し
出

た

と

こ
ろ
、
松
本
は

「
一
般
御
成
規

ニ
ヨ
リ
質
取
主

ニ
テ
地
券

ノ
名
謂
可
致
筈
ト

強

テ
申
間
且
従
来
慣
習
ノ
約
束

ア
ル
故
後
日
伺
時
タ
リ
ト

モ
金
円
調
返
上

ハ
地

券
受
．戻
サ

ス
ヘ
キ
」

３
）
と
答
え
て
い
る
。

こ
の
時
質
置
主
達
は
、
旧
役
人
が

保
証
人
と
な

っ
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
り

一
旦
は
納
得
を
し
て
い
る
。

し
か
し
明
治
九
年
五
月

に
足
柄
県
が
廃
止
さ
れ
、
真
土
村
が
神
奈
川
県

に
編

入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま

で
す
で
に
遅
れ
ぎ
み
で
あ

っ
た
地
租
改
正
事

業

が
、
新
た
に
再
開
さ
れ
た
。

こ
の
時
点
で
、
問
題
が
表
面
化
す
る
。
す
な
わ

ち
、
七
月
に
な
り
真
十
村

の
丈
量
検
査
を
行
う
た
め
に
県
官
が
派
遣
さ
れ
て
き

て

一
筆

こ
と
に
畝
杭
を
打

ち
、
地
引
帳
と
照
ら
し
合
わ
せ
反
別
丈
量
検
査
を
実

施
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
質
置
主
達
は

「
各
地

二
分
畝
歩

ノ
源
ア
リ
テ
区
域

フ
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異

ニ
ス
夫
レ
ヲ
モ
不
問

一
卜
筆

一
卜
番
号
フ
附
シ
テ
長
右
衛
門
名
受
卜
相
成
候

ト
キ

ハ
敷
戸
ノ
人
民
旧
来
ノ
所
有
地

二
離
ル
ル
而
己
ナ
ラ
ス
彼
レ
ニ
掠
奪
セ
ラ

ル
ル
ニ
均
シ
」
と
主
張
し
た
。
質
置
主
達
は
、
松
本
の
も
と
に
押
し
寄
せ
た
が
、

松
本
は
反
発
す
る
の
み
で
あ

っ
た
。

二
、
質
取
主
と
質
置
主
の
論
理

こ
れ
に
対
し
て
質
置
主
達
は
、
明
治
九
年

一
一
月

一
二
日
に
質
置
主
六
十
五

名
の
連
名
で
、
地
所
受
戻
の
裁
判
を
横
浜
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
た
。
こ
の
判

決
は
、
明
治

一
一
年
四
月

一
六
日
に
だ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
判
決
の
分
析
を
試

み
て
み
る

昴
）
。

こ
こ
で
争
わ
れ
た
土
地
は
、
慶
応
四
年
よ
り
金
二
十
七
円
の
質
代
金
で
質
入

れ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
年
季
は
無
年
季
の
約
束
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て

原
告
で
あ
る
質
置
主
達
の
主
張
で
は
明
治
六
年
の
地
券
発
行
時
の
松
本
長
右
衛

門
の
説
明
は
、
地
券
状
は
質
取
主
の
名
前
で
願
い
受
け
る
が
質
置
主
の
土
地
の

所
有
権
に
は
関
係
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
地
券
名
請
は
流
地

の
証
拠
で
は
な
い
。
ま
た
明
治
六
年

一
二
月
に
作
成
さ
れ
た

「
田
畑
名
寄
帳
」

に
質
地
に
つ
い
て
は
質
置
主
の
名
前
が
肩
書
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
土
地
に

つ
い
て
は
松
本
の
名
前
に
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

「
質
地
ヲ
シ
テ

仮
リ
ニ
被
告
ノ
名
義
」
に
し
た
も
の
で
所
有
権
の
移
動
を
示
し
て
い
る
も
の
で

は
な
い
。
ま
た
、
同
じ
真
土
村
の
質
取
主
運
が
同
村
の
質
置
主
に
差
し
出
し
た

証
文
で
は
、
松
本
と
同
様
に
質
地
を
質
取
主
の
名
儀
で
願
い
受
け
る
が

「
当
初

ノ
約
定

二
基
キ
異
議
ナ
ク
請
戻
ヲ
承
諾
シ
タ
リ
、
何
ソ
此
二
十
余
名

ハ
悉
ク
請

一戻
ヲ
承
諾
ス
ル
ヤ
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
松
本
側
の
主
張
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
明
治

六
年
の
地
券
発
行
の
際
に
は
質
置
主

・
質
取
主
と
も
に
示
談
の
上
、
該
当
の

土
地
の
所
有
権
を
松
本
に
移
し
確
定
す
る
た
め
の
協
議
を
し
た
の
ち
に
地
券

台
帳
に
捺
印
を
し
た
。
質
置
主
側
が
主
張
し
て
い
る
質
置
主
の
土
地
の
所
有
権

を
保
証
す
る
と
い
う
発
言
は

「
是
全
ク
被
告

（松
本
）
力
知
ル
所

ニ
ア
ラ
ス
」
。

ま
た
、
他
の
質
取
主
が
質
置
主
に
宛
た
証
書
は
松
本
に
は
ま

っ
た
く
関
係
の
な

い
こ
と
で
あ
リ

コ
戻
ス
ト
戻
サ
サ
ル
ト
ハ
各
自
ノ
自
由
」
で
あ
る
。

「
田
畑
名
寄

帳
」
に
あ
る
質
地
の
肩
書
に
つ
い
て
は
、
旧
地
主
名
が
記
し
て
あ
る
の
は
将
来

誰
の
地
所
か
を
知
る
た
め
で
あ
り
、
質
地
の
分
は
質
地
と
明
記
し
た
の
で
あ
り
、

従

っ
て
該
地
所
は
流
地
で
そ
の
所
有
権
は
質
取
主
で
あ
る
松
本
側
に
あ
る
。

こ
の
両
者
の
主
張
に
対
し
て
判
決
は
、
基
本
的
に
質
置
主
側
の
言
い
分
を
採

川
し
松
本
長
右
衛
門
は
質
地
の
契
約
に
基
づ
き
質
代
金
を
取
り
、
土
地
を
質
置

主
に
差
し
仄
す
よ
う
に
と
い
う
命
令
を
出
し
た
。

し
か
し
、
松
本
は
こ
の
判
決
に
不
服
と
し
て
、
翌
明
治

一
一
年
六
月
に
東
京

上
等
裁
判
所
に
控
訴
す
る
。

上
等
裁
判
所
の
判
決
は
三
ケ
月
後
の
九
月
二
〇
日
に
出
さ
れ
る
が

分
）
、
こ
の

判
決
書
に
よ
る
と
、
ま
ず

「地
券
」
は
該
地
所
の
所
有
の
確
証
で
あ
り
、
売
買

・

譲
与

・
質
流
に
関
係
な
く
地
所
の
所
有
者
が
申
し
受
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

「
地
券
渡
方
規
則
」
以
来
の
法
規
の
確
認
を
行
い
、
松
本
の
提
出
し
た

「
為
取

為
証
文
」
に

「
地
券

ハ
地
所
持
主
タ
ル
確
証
ノ
趣
旨

二
付
キ
云
々
」
と
い
う
文

言
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
旧
役
人

（保
証
人
）
及
び
村
民

（質
置
主
）
に
お
い
て

も
地
券
の
趣
旨
は
理
解
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
と
す
る
。　
一
方
、
松
本
に
お
い
て

も
、
今
日
に
到
り
突
然

「
該
地
ノ
習
慣
」
を
拒
む
こ
と
は

「
原
告
／
非
理
」
で

あ
る
と
指
摘
は
す
る
が
、
法
規
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
な
ら
ば
松
本
に
理
が
あ
る

と
し
て
、
質
置
主
達
に
よ
る
質
地
受
戻
は
却
下
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。

こ
の
二
回
の
判
決
を
見
て
み
る
と
、
横
浜
裁
判
所
は
真
土
村
の
特
殊
な
質
地

慣
行
に
重
点
を
置
き
質
置
主
側
の
論
理
を
採
用
し
て
い
る
が
、
東
京
上
等
裁
判

所
の
判
決
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
規
の
側
面
か
ら
言
え
ば
松
本
側
の
勝
訴
は

当
然
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
券
が
地
所
の
所
有
権
の
確
認
の
た
め
に
発
行
さ

れ
て
い
る
と
い
う
大
前
提
か
ら
す
れ
ば
、
質
置
主
の
主
張
は
自
ら
の
失
態
を
確

認
す
る
だ
け
で
あ
る
。
判
決
の
背
景
と
し
て
進
行
中
の
地
租
改
正
作
業
に
及
ぼ

す
影
響
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
松
本
の
論
理
は
、
明
ら
か
に
従
来
の
村
落
秩
序
の
中
か
ら
浮
い
た
存
在

に
な

っ
て
い
る
。
松
本
の
主
張
の
内
容
は
判
決
文
や
襲
撃
事
件
後
の
上
申
書
な

ど
か
ら
し
か
判
明
し
な
い
が
、
松
本
の
発
想
は

「
過
度
の
土
地
所
有
の
制
限
」

と
い
う
共
同
体
的
な
慣
行
か
ら
は
ほ
ど
遠
く
、
あ
る
意
味
で
は
近
代
的
な
土
地
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所
有
論
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
判
決
に
よ
り
、
松
本
は

「
威
勢
弥
益
増
」
し
小
作
料
滞
納
の
者
を
小
田

原
地
方
裁
判
所
に
訴
え
た
り
、
い
ま
ま
で
の
訴
訟
費
用
を
質
置
主
に
催
促
す
る

な
ど
の
行
動
に
で
た
。
こ
の
よ
う
な
松
本
の
行
動
に
対
し
て
真
土
村
の
副
戸
長

は
質
置
主
と
松
本
の
両
者
に
説
諭
を
行

っ
て
く
れ
る
よ
う
に
願
い
を
第
二
十
二

大
区
区
務
所
に
提
出
し
て
い
る

，
）
。

つ
ま
り
す
で
に
松
本
の
行
動
は
村
落
共

同
体
の
中
で
は
完
全
に
解
決
で
き
な
い
ほ
ど
突
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
質
置

主
達
は
、
す
で
に
大
審
院
に
訴
え
る
だ
け
の
費
用
が
無
く
、
司
法
省
に
も
直
接

願
い
出
る
が
筋
違
い
と
門
前
払
い
を
さ
れ

発
）
、
っ
ぃ
に

一
〇
月
二
六
日
夜
に

松
本
家
襲
撃

２
）
に
至
る
の
で
あ
る
。

三
、
減
刑
嘆
願
運
動
と
野
村
県
令

そ
の
後
事
件
参
加
者
二
十
六
名
は
す
ぐ
さ
ま
警
察
署
に
捕
え
ら
れ
る
が
、
こ

の
事
件
参
加
者
に
対
し
て
近
隣
の
村
々
か
ら
彼
ら
の
減
刑
を
願
う
嘆
願
運
動
が

ま
き
起
こ
る
。
こ
の
運
動
に
つ
い
て
は
す
で
に
分
析
を
加
え
て
い
る
が

発
）
、

必
要
な
点
だ
け
を
指
摘
し
て
お
く
。
減
刑
嘆
願
運
動
は
、
大
住
　
淘
綾

・
愛
甲

の
三
郡
に
ま
た
が

っ
た
第
二
十
二
大
区
を
中
心
に
広
域
性
を
も

っ
た
運
動
と
し

て
展
開
し
て
い
く
。
第
二
十
二
大
区
か
ら
提
出
さ
れ
た
嘆
願
書

２
）
に
よ
れ
ば
、

こ
の
事
件
は

「
一
人
ノ
私
怨
」
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
く

「
一
村

一
郷
ノ
公
怨
」

に
発
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、　
一
方
で
は
松
本
の
方
に
こ
そ
問
題
が
あ
り

「
一

村
衆
民

一
致
同
心
シ
テ

一
家

一
人
ヲ
悪
」
む
状
況
で
あ

っ
た
と
す
る
。
そ
れ
故

に

「
真
上
村
民
ノ
所
業
縦
令
党
フ
結
ヒ
類
ヲ
集
メ
凶
器
ヲ
以
テ
人
ヲ
殺
害
ス
ル

等

ハ
即
チ
御
国
法
ノ
容
サ
ル
ル
所
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
又

一
方

ヨ
リ
視
察
ス
レ
ハ
豊

長
右
衛
門
ノ
身

二
於
テ

一
村
衆
民
ノ
怨
悪
ヲ
招
ク
可
キ
源
因
ナ
キ
ヲ
保
ス
ヘ
ケ

ン
ヤ
」
と
し
て
、

「
思
仁
ノ
寛
興
」
を
願

っ
て
い
る
。
松
本
の
村
落
共
同
体
か

ら
か
け
離
れ
た
特
異
な
行
動
か
ら
す
れ
ば
近
隣
の
区
戸
長
層
に
よ
る
松
本
に
対

す
る
こ
の
よ
う
な
評
価
は
当
然
で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
当
時
、
政
府
に
対
し
て
提
出
さ
れ
、
現
在
確
認
で
き
る
減
刑
嘆
願
書
は

以
下
の
通
り
で
あ
る

ア
）
。

明
治

一
一
年

一
二
月

同
月

一

一
二
年
　
五
月

一

同
月

一
九
日

六
日

一
日

七

日

県
令
野
村
靖
上
申
書

権
中
教
正
吉
水
玄
信
嘆
願
書

人
教
正
他
阿
尊
教
嘆
願
書

鎌
倉
郡
名
瀬
村
西
蓮
寺
住
職
松
沢
徳
誠
外
二
名

及
び
淘
綾
郡
大
磯
駅
他
宿
村
嘆
願
書
百
三
十
六

通

同
月
二

一
日
　
大
住
郡
四
ノ
宮
見
光
学
随
及
び
そ
の
他
町
村
嘆

願
書
五
＋

一
通

六
月
　
七
日
　
愛
甲
都
妻
田
村
西
福
寺
住
職
生
西
端
信
外
三
十

名
嘆
願
書

同
月

一
九
日
　
鎌
倉
郡
人
町
村
妙
本
寺
司
務
権
中
講
義
藤
原
日

迦
嘆
願
書

こ
れ
ら
の
減
刑
嘆
願
運
動
の
特
徴
は
、
従
来
か
ら
神
奈
川
県
政
を
支
え
て
き

た
豪
農
層
の
協
力
を
前
提
に
官
民
協
調
の
県
政
を
実
践
し
て
い
た
神
奈
川
県
令

野
村
靖
の
協
力
な
イ
ニ
シ
ア
チ
プ
で
あ
る
。
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、

教
導
職
を
中
心
と
し
た
こ
れ
ら
の
嘆
願
書
の
提
出
の
裏
に
は
野
村
県
令
の
働
き

か
け
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
結
局
、
真
土
事
件

参
加
者
の
減
刑
に
つ
い
て
は
太
政
官
＝
明
治
政
府
首
脳
の
決
断
を
必
要
と
す
る

問
題
に
ま
で
発
展
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る

２
）
。

太
政
官
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
明
治

一
三
年
二
月
に
な

っ
て
処
分
の
た
め
の
基
本
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。
太
政
官
司

法
部
は
次
の
よ
う
な
意
見
を
提
出
し
て
い
る
。

依
テ
裁
判

ハ
弥
右
衛
門
以
下
五
名
ヲ
死
刑

二
二
十

一
名
フ
懲
役
十
年

二
擬

律
セ
リ
。
然
レ
ト
モ
其
暴
挙
ノ
愛

二
到
リ
シ
ハ
即
前
陳
不
得
己
ノ
事
情

ョ
リ

勲願ソレ“リシ躁姉酔掬一螂刻
二総嗽南地婢刹【ソレリニ弥減
二衛硼鮮詢鳩勢情ニ

ニ
相
聞

へ
候
得
共
法
柾
ク
ベ
カ
ラ
ス
刑
正
サ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
故

二
裁
判
宣

告
ヒ
サ
ル
ノ
前

二
於
テ
御
詮
議
可
相
成
モ
ノ
ニ
無
之
相
当
ノ
裁
判
宣
告
ヲ
経
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タ
ル
上
検
事
章
程
第
二
条

二
従

ヒ
之

フ
司
法

二
具
状
シ
司
法
卿
上
奏

ス
ル
ノ

後
何
分

ノ
御
詮
議
可
有
之

モ
ノ
ト
思
考

ス

カ
）
。

つ
ま
り
、
法
律
上
、
事
件
参
加
者

に
は
相
応
の
処
分
を
与
え
る
。
し
か
し
、

刑
を
宣
告
し
た
後

に
、
検
事
章
程
第
二
条

に
よ
り
寛
典
の
た
め
の
願

い
を
司
法

卿

に
Ｌ
申
し
、
そ
れ
を
受
け
た
後
に
減
刑
等

の
行
動

に
移
る
と
い
う
筋
書
が
、

す
で
に
政
府
部
内

に
お
い
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
決
定
に
よ
り
、
五
月
二
〇
日
に
横
浜
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
事
件
参
加

者
に
対
す
る
判
決
が
下
っ
た
。
主
犯
と
み
な
さ
れ
た
冠
弥
右
衛
門
、
伊
藤
佐
治

兵
衛
、
伊
藤
元
良
、
伊
藤
音
五
郎
の
四
名
が
斬
首
、
他
八
名
が
懲
役
十
年
、
十

四
名
が
懲
役
三
年
と
い
う
内
容
で
あ

っ
た
。
判
決
後
、
野
村

は
即
座

に
司
法
卿

田
中
不

二
麿
に
対
し
て
死
刑
囚
四
名
の
減

一
等
を
請

つ́
上

申
を
行

っ
て
い
る

３
）
。

こ
の
野
村

の
上
申

は
、
二
月

の
司
法
部
議
案

に
み
る
明
治
政
府

の
方
針
を
受
け

て
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
上
申

に
よ
り
、
司
法
省
は
型
通
り
の
協
議
を

行

い
、
二
七
日
に
は
司
法
部
よ
り

「
事
実
不
得
止
次
第

二
相
聞

へ
憫
諒

ス
ヘ
キ

者

二
付
伺
ノ
通
各
死

一
等
減
」

Ｆ
）
ず
る
こ
と
が
評
議
さ
れ
、
六
月

一
日
に
四

人

の
死
刑
囚
の
罪
を

一
等
減
じ
、
そ
の
他

の
者
も
そ
れ
に
準
じ
た
扱

い
を
受
け

た
。こ

の
よ
う
に
真
士
事
件
参
加
者
は
、
県
令
野
村
靖

の

「
努
力
」
に
よ
り

「
寛

典
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
野
村

は
事
件
参
加
者
の
家
族
や
真

土
村
民
に
対
し
て
も
恩
情
を
示
す
と

い
う
姿
勢
を
保

っ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
松
本
殺
害
後
、
松
本
家
所
有
地
と
質
取
地
改
正
反
別
四
十

一
町
八

反

二
畝
六
歩
は
、
明
治

一
二
年
四
月

に
金
九
千
五
百
円
で
横
浜
区
伊
勢
佐
木
三

丁
目
の
海
老
塚
四
郎
兵
衛

に
売
却
さ
れ
た

，
）
。
そ
し
て
こ
の
海
老
塚
の
売
買

金

は
、
野
村
県
令
か
ら
拝
借

さ
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る

昴
）
。
と

こ

ろ
が
元
来
貧
し
い
村

で
あ

っ
た
と
こ
ろ
に
、
松
木
と
の
訴
訟
費
用
と
し
て
他
村

か
ら
の
借
金
三
千
五
百
円
が
残

っ
て
お
り
、
当
座
の
費
用
と
し
て
合
計

一
万
三

千
円
と
い
う
巨
額
な
金
が
必
要
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
真
土
村
を
始

め
近
隣
数
ケ

村
連
名
で
、
県
に
対
し
て
金
五
千
円
を
無
利
息

・
十
ケ
年
賦
で
拝
借
し
た
い
と

の
願

い
を
出
し
た
。
野
村

は
、
そ
の
願

い
を
即
刻
受
話
し
、
六
月
六
日
に
了
解

の
旨
を
通
知
し
た

コ
）
。

そ
の
後
、
事
件
参
加
者

の
減
刑
が
確
定
し
た
後
も
再
二
に
わ
た
り
、
野
村
県

令

に
対
す
る
奉
謝

の
手
紙

３
）
が
出

さ
れ
、
そ
れ
は
野
村
が
県
令
を
退
い
た
後

も
変
わ
る
こ
と
は
な
か

っ
た

８
）
。

お
わ
り
に
か
え
て

以
上
、
以
前
の
論
稿
で
充
分
に
触
れ
る
こ
と
の
出
来
な
か

っ
た
真
上
村

の
質

地
慣
行
お
よ
び
二
回
の
裁
判

の
判
決
文
の
分
析
を
加
え
て
、
真
土
事
件
の
全
体

像
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

真
土
事
件
は
神
奈
川
県
内

で
は
数
少
な

い
地
租
改
正
期
の
騒
擾
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
、
そ
の
た
め
十
地
所
有

の
形
態
と
そ
の
変
化

を
考
え
る
素
材
と
し
て
研

究
さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
真
十
事
件
の
過
程
を
見
て
み
る
な
ら
ば
、
事
件

の
本
質
は
地
券
発
行
と
い
う
近
代
的
土
地
所
有

へ
の
転
換
の
第

一
作
業

の
段
階

で
、
松
本
長
右
衛
門
と
い
う
近
代
的
な
土
地
所
有
を
指
向
す
る
地
主
が

「
私
的

土
地
所
有

の
制
限
」
と
い
う
近
世
的
な
村
落
慣
行

の
色
濃
く
残
存
す
る
中
で
突

出

し
た
た
め
に
起
き
た
事
件

で
あ
る
。
そ
こ
で
は

「
耕
作
農
民
的
土
地
所
有
」

の
前
進

や
地
主
制
否
定

の
契
機
は
認
め
が
た
い
。

一
方

で
、
質
置
主
達
は
事
件
の
結
果
、
土
地
の
所
有
権
を
得
る
わ
け
だ
が
地

租
改
正

の
終
了
後
、
十
地
所
有

の
関
係
は
ま
さ
に
松
本
的
な
方
向
に
動

い
て
い

く

の
で
あ
り
、
過
度

の
上
地
所
有

の
制
限
と
い
う
論
理
は
困
民
党
事
件
に
み
る

主
張
を
ほ
ぼ
最
後

に
消
滅
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

ま
た
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
は
、
改
め
て
神
奈
川
県

に
お
け
る
地
租
改
正

作
業

の
位
置
付
け
を
行
う
必
要
を
感
じ
て
い
る
が
、
別
の
機
会

に
譲
り
た
い
。

注

（
１
）

拙
稿

「
『
神
奈
川
県
公
報
』
に
み
る
初
期
神
奈
川
県
政
」

（
『
郷
土

神
奈
川
』
第

二

一
号

　

一
九
八
八
年

二
月
刊
）
、
同
じ
く
拙
稿

「
野
村

靖
建
議
書

に
み
る

「
官
民
共
和
」
県
政
」

（
『
京
浜
歴
科
研
年
報
』
創
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刊
号
　
一
九
八
七
年

一
月
刊
）
。

（
２
）
　

人
畑
哲

「
神
奈
川
県
に
お
け
る
自
由
党
の
成
立
過
絆
」

（
『
神
奈
川

県
史
研
究
』
第
二
号
、　
一
九
六
九
年

一
月
）
、
同
執
筆

『
神
奈
川
県
史
』

通
史
編
、
近
代

・
現
代
０
、
政
治

・
行
政
ｍ
、　
一
九
八
〇
年
。

（
３
）
　

渡
辺
隆
喜

「
神
奈
川
県
地
租
改
正
事
業
の
特
色
」

（
『
神
奈
川
県
史

研
究
』
第
四
号
、　
一
九
六
九
年
五
月
）
。

（
４
）
　

斎
藤
康
彦

「
地
租
改
正
を
め
ぐ
る
耕
作
農
民
の
関
争
」

（
津
田
秀
夫

編

『
解
体
期
の
農
村
社
会
と
支
配
』
、
塙
貴
房
、　
一
九
七
八
年
所
収
）
。

（
５
）

落
合
延
孝

「
世
直
し
と
村
落
共
同
体
」

（
一
九
八
二
年
度
歴
史
学
研

究
会
大
会
報
告

『
民
衆
の
生
活

・
文
化
と
変
革
主
体
』
所
収
）
。

（
６
）

土
井
浩

「
明
治
初
年
の
質
地
お
よ
び
質
入
状
況
」

（
『
神
奈
川
県
史
』

各
論
編

一
、
政
治

・
行
政
、　
一
九
八
三
年
）
。

（
７
）

鶴
巻
孝
雄

「
近
代
成
立
期
の
民
衆
運
動

・
試
論
」

（
『
歴
史
学
研
究
』

第
五
二
五
号
、　
一
九
八
四
年

一
一
月
）
。
同

『
近
代
化
と
伝
統
的
民
衆

世
界
』
東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
九
二
年
五
月
刊
。

（
８
）
　

小
林
孝
雄

『
神
奈
川
の
夜
明
け
』

（住
吉
書
房
、　
一
九
七
八
年
刊
）
。

な
お
同

『
近
代
川
崎
の
民
衆
史
』

（
け
や
き
出
版
、　
一
九
九
二
年
二
月

刊
）
に
再
録
。

（
９
）

土
井
浩

「
平
塚
市
域
内
旧
村
物
産
書
上
」

（
『
平
塚
市
博
物
館
年
報
』

第
二
号
、　
一
九
七
八
年
）
。

（
１０
）
　

『
平
塚
市
史
』
五
　
資
料
編
　
近
代
０
　
一壬

一八
頁
。

（
Ｈ
）

前
掲
上
井
浩

「
明
治
初
期
の
質
地
お
よ
び
質
入
状
況
」

一
四
三
頁
。

（
‐２
）
　

同
右
　

一
四
四

・
五
貞
。

（
‐３
）
　

「真
土
事
件
顛
木
上
申
書
」

（
『
神
奈
川
県
史
』
資
料
編

一
三
）

一
貞
。

（
‐４
）
　

真
上
村
で
は
約
百
年
経
過
し
て
か
ら
質
地
が
請
け
戻
さ
れ
た
例
も
あ
る
。

（
‐５
）

前
掲

『
平
塚
市
史
』
五
　
一
一〇
七
～
九
貞
。

（
‐６
）

平
塚
市
教
育
委
員
会

『
大
野
誌
』

（
一
九
五
八
年
刊
）
三

一
七
頁
。

（
‐７
）
　

「
規
定
連
印
」

（
前
掲

『
平
塚
市
史
』
五
）
二
〇
九
～
二

一
一
頁
。

（
‐８
）
　

「
村
議
定
」

（前
掲

『
平
塚
市
史
』
五
　
一
一
一
一
～
三
貞
）
。

（
‐９
）

前
掲

「
真
土
事
件
顛
末
上
中
書
」
　

一
貞
。

（
２０
）
　

「
質
地
請

戻
の
件
横
浜
裁
判
所
百
渡
書
」

（
前
掲

『
平
塚
市
史
』
五
）

四
～
七
頁
。

（
２‐
）
　

「
質
地
請
．戻
の
件
東
京
上
等
裁
判
所
言
渡
書
」

（前
掲

『
平
塚
市
史
』

五
）
三
六
〇
～
四
頁
。

（
２２
）
　

「
東
京
上
等
裁
判
所
判
決
に
関
す
る
原
告
　
被
告

へ
の
説
諭
願
矢
前

掲

『
平
塚
市
史
』
五
）
三
六
六
～
七
頁
。

（
２３
）
　

前
掲

「
真
土
事
件
顛
末
上
申
書
」
二
頁
。

（
２４
）
　

す
で
に
鶴
巻
孝
雄
氏
が
指
摘
し
て
お
り

（
前
掲

『
近
代
化
と
伝
統
的

民
衆
運
動
』
四
四
頁
注
０
）
、
ま
た
か
っ
て
自
分
で
も
指
摘
し
た
よ
う

に
松
本
襲
撃
事
件
の
大
き
な
契
機
に
非
差
別
民
の
存
在
が
大
き
く
関
与

し
て
お
り
、

「
真
土
事
件
顛
末
上
申
書
」
で
も

「
新
平
民
則
旧
番
非
人

某
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
抱

へ
入
昼
夜
々
廻
り
等
為
致
候
由

二
候
処
村
民

二
於
テ

ハ
弥
益
其
挙
動
ヲ
悪
ミ
彼
ノ
暴
挙
ヲ
促
シ
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
拙

稿

「
学
習
会

『
自
由
民
権
期
の
神
奈
川
』
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
」
貧
京

浜
歴
科
研
年
報
』
創
刊
号
）
参
照
。

（
２５
ヽ
　

前
掲
拙
稿

「
神
奈
川
県
公
報
」
に
み
る
初
期
神
奈
川
県
政
」
、
同

ヨ

村
靖
建
議
書
に
み
る

「
官
民
共
和
」
県
政
」

（
２６
）
　

「
嘆
願
書
」

（
『
神
奈
川
県
史
』
資
料
編

一
三
）

一
六
～
二
三
貞
。

（
２７
）
　

『
大
政
類
典
』
第
四
編
第
七
六
四
号

（
２８
）
　

以
下
の
議
論
は
、
す
で
に
拙
稿

「
野
村
靖
建
議
書
に
み
る

『
官
民
共

和
』
県
政
」
に
お
い
て
発
表
し
て
い
る
が
、
掲
載
誌
の

『
京
浜
歴
科
研

年
報
』
創
刊
号
が
入
手
し
に
く
い
現
状
を
考
え
、
補
足
の
う
え

一
部
を

再
録
し
た
。

（
２９
）
　

明
治

一
三
年
二
月
二
五
日

「
司
法
部
議
案
」

（
『
太
政
類
典
』
第
四

編
第
七
六
四
号
）
。
な
お
検
事
章
程

（明
治

一
〇
年
二
月
五
日
制
定
）

第
■
条
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
裁
判
フ
得
ル
ノ
後
犯
人
ヲ
各
部
官

二
送
付
シ

（中
略
）
其
赦
興
ヲ
乞

フ
ヘ
キ
者

ハ
意
見
ヲ
付
シ
司
法
卿

二
具
Ｌ
ス
」

（
３０
）
　

「
神
奈
川
県
死
罪
囚
冠
弥
右
衛
門
外
三
名
情
状
酌
量
本
罪

二
一
等
ヲ

減
ス
」

（
『
太
政
類
典
』
第
四
編
第
七
六
六
号
）
。
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（
３‐
）
　

五
月

二
七
日

「
司
法
部
議
案
」

（
『
太
政
類
典
』
第
四
編
第
七
六
六

号
）
。
な
お
原
文
は
年
が

一
二
年
と
な

っ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に

一
三

年
の
誤
り
で
あ
る
。

（
３２
）
　

「
売
渡
証
書
」

（前
掲

『
平
塚
市
史
』
五
）
三
八
二
～
四
頁
。
海
老

塚
四
郎
兵
衛
と
真
土
村
と
の
関
係

に

つ
い
て
は
大
畑
哲

「
海
老
塚
四
郎

兵
衛
と
真
土
及
び
武
相
困
民
党
事
件
」

（
『
神
奈
川
地
域
史
研
究
』
第

一
一
号

一
九
九
二
年
六
月
）
参
照
。

（
３３
）
　

「上
申
書
」

（
明
治

一
二
年
四
月
）

（
前
掲

『
平
塚
市
史
』
五
）
二

八
八
貞
。

（
譴
）
　

「
御
救
助
御
拝
借
金
之
儀
御
願
」

（
『
神
奈
川
県
史
』
資
料
編

一
三
）

二
三
～

二
五
頁
。
同
様

の
史
料
が

『
平
塚
市
史
』
五
　
四
〇
五
～
七
貞

に
あ
る
。

（
３５
）
　

明
治

一
二
年
六
月

「
謝
告
」
、　
一
．
年
七
月

二
七
日

「
奉
謝
県
令
公

閣
下
恵
書
」

（
『
神
奈
川
県
史
』
資
料
編

一
三
）
二
五
～

二
六
貞
。

（
３６
）

明
治

三
ハ
年
九
月

「上
申
願
」

（国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室

「野

村
靖
文
書
」
）
。
明
治
三
五
年
九
月
に
台
風
に
よ
り
野
村
子
爵
の
別
荘

が
被
害
に
あ

っ
た
と
き
に
真
土
村
総
代

一
九
名
が
す
ぐ
に
見
舞
に
訪
れ

て
い
る
。

（前
掲

『
平
塚
市
史
』
五
）
四
七
二
～
五
貞
。
ま
た
事
件
参

加
者

の

一
人
で
あ
る
伊
藤
兵
左
衛
門
は
、
自
宅
の
庭

に
野
村
県
令
報
恩

の
碑
を
建
て
る
こ
と
ま
で
し
て
い
る
。

こ
の
碑
は
、
兵
左
衛
門
の
子
孫

の
宅
地
内

に
現
存
し
て
い
る
。

（
一
九
九
二
年

一
〇
月
七
日
稿
了
）

/争
|

ι
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